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第 78 関東合唱コンクール静岡県大会開催について 

 

薫風の候、皆様には益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。日頃より本合唱連盟に対し、心温まる 

ご支援を賜り誠にありがとうございます。 

さて、合唱活動にはコロナ禍の影響が残っている状況かと存じますが、「合唱コンクール」を下記のごと

く開催いたします。 

 

記 

名 称 第 78 回関東合唱コンクール静岡県大会 

主 催 静岡県合唱連盟・静岡県高等学校文化連盟合唱専門部・全日本合唱連盟関東支部 

朝日新聞社 

共  催 静岡県文化協会 

後  援 静岡県教育委員会（申請中） 

日 時 令和 5年 9月 3日(日) 9：30開場 10:00 開演（予定） 

会 場 焼津文化会館大ホール 

焼津市三ヶ名 1550 TEL 054-627-3111 

審 査 員        江上孝則（指揮者）・樋本英一（指揮者）・坂本研太（合唱指揮者） 

 

参 加 規 定 

１．部  門 

①小学校部門（種別なし） 

②中学校部門（混声合唱・同声合唱）   

③高等学校部門（Aグループ・Bグループ） 

④大学職場一般部門（大学ユース合唱・室内合唱・同声合唱・混声合唱） 

⑤オープン参加部門（上記全ての部門） 

２．参加資格 

①県合唱連盟加盟の小学校・中学校・高等学校・大学・職場・一般の合唱団 

②このコンクールを契機に県合唱連盟加盟予定の合唱団 

③小学校部門・オープン参加部門は非加盟団体の参加を認める。但し、小学校部門は静岡県内の小学校 

に在籍する児童で編成する合唱団、オープン参加部門は静岡県内で常時活動している合唱団とする 



④小学校・中学校・高等学校部門とも「3校以内による合同合唱団」及び「同一校の複数合唱団」の参 

加を認める（常時活動し、理事長が認めた合唱団とし、オープン参加団体以外（小学校部門を除く） 

は各々の合唱団が別々に静岡県合唱連盟に加盟する必要がある） 

⑤「3校以内による合同合唱団」の場合、1校は上限を定めないが、他の学校はそれぞれ 8名未満の生徒 

で編成するものとする 

⑥小学校・中学校・高等学校の出演団員は同一種別（混声・同声、A・Bグループ）に 1回に限り参加 

できる 

⑦同一の小中一貫校による合唱団は、小学校部門は小学校相当学年の児童、中学校部門は中学校相当の

生徒で編成する合唱団とする。混在する場合は中学校部門に参加できる（出場する小学生は規定上中

学生として扱う） 

⑧同一の中高一貫校による合唱団は、中学校部門は中学校相当学年の生徒、高等学校部門は高等学校相

当の生徒で編成する合唱団とする。混在する場合は高校部門に参加出来る（出場する中学生は規定上

高校生として扱う、各々の合唱団が中学校部門・高等学校部門に加盟する必要がある） 

⑨大学職場一般部門には、同一合唱団は１回しか出演できない 

⑩大学職場一般部門には、小学校部門・中学校部門・高等学校部門の合唱団は出演できない 

⑪大学ユース合唱の部は、出演するメンバー全員が、当該年の 4月 1日現在 28歳以下で編成する合唱団

とし、申込時に出演予定の合唱団員全員の氏名、生年月日を記載した名簿（様式自由）を

提出すること 

⑫各編成区分の出演人数は次のとおりとする 

(１)小学校部門   ６名以上 

(２)中学校部門   ６名以上 

(３)高等学校部門 

  Ａグループ（小編成の部） ６名以上３２名以下 

  Ｂグループ（大編成の部） ３３名以上 

(４)大学職場一般部門 

  大学ユース合唱の部  ６名以上 

  室内合唱の部   ６名以上２４名以下 

  混声合唱の部   ８名以上 

  同声合唱の部   ８名以上 

但し指揮者・伴奏者は除く 

⑬指揮者、伴奏者、独唱者の参加資格は問わないが小学校・中学校・高等学校部門は当該校長が認めた 

ものに限る。また、合唱メンバーに入って歌う場合は上記参加資格を満たすものとする 

３．演奏曲 

 ①課題曲  全日本合唱連盟編集の「合唱名曲シリーズ小学校版 No.2」「合唱名曲シリ－ズ No.51」より

1曲を選んで課題曲として最初に演奏する（中学校部門およびオープン参加部門は課題曲は

いらない） 

 ②自由曲  任意の合唱曲を選び、課題曲に続いて自由曲として演奏する 

       （自由曲は合唱名曲シリーズ小学校版 No.1〜2、合唱名曲シリ－ズ No.1～No.51 の中から選

んでもよい） 

 ③制限時間 小学校部門の演奏時間は課題曲の演奏開始から自由曲の演奏終了まで曲間を含めて 7 分 00

秒以内とする。制限時間を超えた場合は失格となる 



自由曲の演奏時間は下記の通りとし、制限時間（演奏開始から演奏終了まで曲間を含めた 

時間）を越えた場合は失格となる 

中学校は 8分 00 秒以内、高等学校は 6分 30 秒以内、大学職場一般は 8分 30秒以内とする 

但し、課題曲についての制限時間はない 

オープン参加部門については、中学校・高等学校は 6分 30秒以内、大学職場一般は 8分 30

秒以内とする 

 ④県、支部、全国大会を通して演奏曲目、曲目順及び演奏形態の変更はできない。（演奏中のメンバーの

入れ替えも不可） 

４． 伴 奏 

①楽器はピアノ１台を用意し、ピッチは 442Hz に調律する 

②その他の楽器を使用する場合は出場団体で準備し、その経費は使用団体が負担する 

５．出場順 

①出演は小学校・中学校・高等学校・大学職場一般の順とする 

②各部門内での順序は抽選とし、オープン参加団体は各部門の最初、シ－ド団体はその最後とする 

③大学職場一般は、大学ユース・室内・同声・混声は編成区分を分けない 

④出演時刻に遅れた団体は棄権とみなす 

６．出演団体抽選会 

 出演順抽選会及び当日の説明会を下記の日程で行いますので、代表者の方は必ず出席して下さい 

  日 時  令和 5年 7月 23 日（日） 15 時半より（15時より受付） 

会 場  焼津市豊田公民館（焼津市小屋敷 258-1、最寄り駅：西焼津駅） 

改めて通知いたしませんのでご了承ください 

事務局では欠席時の委任は受付けませんので、やむを得ず欠席される場合はしかるべき代理人を立て

てください 

審査用楽譜を事前に確認いたしますので出演団体抽選会時に 5 部（関東大会提出部数）を必ずご持参く

ださい。尚、オープン参加団体は 3部をご持参ください 

７．審査用楽譜（自由曲楽譜） 

 ①審査用楽譜は、原則コピー不可 

②出版楽譜を用意出来ない場合や楽曲の改変等を行う場合等の対応は、正式な手続きにて入手したこと、 

あるいは著作者に許可を得ていること等を証明できる書類を楽譜に添付すること 

③規定に従っていないことが判明した場合は審査対象外とする 

④審査用楽譜は事前に提出して頂きます。詳細は抽選会にて説明いたします 

８．参加料 

①小学校・中学校は、１団体につき 15,000 円（オープン参加団体は 8,000 円） 

②高等学校は、エントリ－料として 1団体 4,000 円と、1名につき 1,100 円 

（オープン参加団体は 1団体 2,500 円と 1名につき 800円） 

③大学職場一般はエントリ－料として 1団体 5,000 円と、1名につき 1,300 円 

（オープン参加団体は 1団体 3,500 円と 1名につき 1,000 円） 

④関東支部大会推薦希望団体で小学校以外の未加盟の団体は加盟の手続きとして登録票を提出の上、年

会費（中学校 5,000 円 その他 10,000 円）を納めて下さい 

⑤上記金額を 8月 6日までに下記口座にお振込み下さい。納入後は 12.その他記載以外の理由については

返金いたしません。 



⑥指揮者・伴奏者・譜めくりの方々の納入は必要ありません 

⑦参加料にはプログラム代も含まれております。当日受付で申込み人数に２部を追加して配布します 

⑧参加料は CD作成料を含んでいます。表彰式後に CD を配布いたします 

⑨9月 3日に焼津文化会館にて生演奏した際の著作権料は静岡県合唱連盟で負担します 

 振込先 

  銀 行  静岡銀行榛原支店（店番１８３）普通預金 口座番号 ０３９４６７１ 

  名 義  県合唱連盟 事務局 代表 真野 隆（マノ タカシ） 

（注） 振込みは必ず団体名、学校名でお願いします（～合唱団・県立～・市立～等は省略して下さい） 

９．経 費  

 参加に必要な経費（旅費・宿泊費・食費・その他）は、すべて参加団体の負担とする 

１０．受 賞 

①入賞は部門毎に決定し、金・銀・銅の群位制とする 

②オープン参加部門は、優良賞・奨励賞の群位制とする 

１１．県代表及び関東支部大会について 

①中学・高等学校・大学職場一般の部門で推薦された団体は静岡県代表として関東支部大会に出場できる 

 ②推薦できる団体数は、下記の通りとする。但し、小学校部門は参加団体数に寄らず全国大会への推薦団

体数は 1 団体とする 

 

部       門 県大会参加団体数 関東支部大会推薦団体数 

全 部 門 ５団体まで ２団体 

〃 ６団体～１０団体 ３団体 

〃 １１団体～１５団体 ４団体 

〃 １６団体～２０団体 ５団体 

※ 中学校について、関東支部大会規定により上記推薦団体数の中に同声合唱の部及び混声合唱の部に所

属する団体を必ず１団体含むものとする。なお、出場団体が混声または同声のみの場合でも中学校部

門の推薦団体数は同じである 

※ 高等学校について、関東支部大会規定により Aグル－プ（32 名以下）及び B グル－プ（33 名以上）に

所属する団体を必ず１団体含むものとする。なお、出場団体が A グル－プまたは B グル－プのみの場合

でも高等学校部門の推薦団体数は同じである 

※ 大学職場一般部門は大学ユース合唱・室内合唱・混声合唱・同声合唱の４つの編成区分を合わせて参

加団体数・推薦団体数とする 

 

③オープン参加団体およびシ－ド団体は上記参加団体数及び推薦団体数にいずれにも含まれない 

④各部門の金賞受賞団体には金賞楯、最優秀団体には金賞杯が贈られる。また、優秀な団体にはそれぞれ

全日本理事長賞、朝日新聞社賞、中村賞、辻正行賞が贈られる 

⑤関東支部大会開催日程・会場は下記の通りです 

    高 等 学 校 部 門         9 月 16 日（土）水戸市民会館・水戸市 

    中 学 校 部 門     9 月 17 日（日）水戸市民会館・水戸市 

    大 学 職 場 一 般 部 門     10 月 8日（日）昌賢学園まえばしホール・前橋市 

  



１２．その他 

 ①リハ－サルは会館内の小ホール・リハーサル室を使用する 

  使用時間は県合唱連盟において編成し、指定の時間以外は使用できない 

 ②前年度各部門の最優秀団体は当日、金賞杯を受付時に返還すること 

 ③コンク－ル参加にあたっては「合唱名曲シリーズ小学校版 No.2」「合唱名曲シリ－ズ No．51」を必ず静

岡県合唱連盟事務局を通して出場人数分を購入すること（中学校およびオープン参加団体においても自由

曲として当該楽曲を選曲する場合は静岡県合唱連盟事務局を通して購入下さい） 

④関東支部大会の出場人数は県大会申込人数（プログラム掲載）を基といたします。詳細は関東合唱コン

クール開催要項を参照下さい。県大会申込み人数が 40名未満の場合は 4名の増員まで認められます。 

⑤不可抗力、行政・会館等からの開催中止要請、または主催者の判断により事業が開催できない場合、お

支払いいただいた参加費より経費を精算の上、残金を人数割りにて返金いたします。 

⑥参加費のうち、小学校・中学校部門は 3,000 円、その他部門のエントリー料は返金いたしません。 

⑦7月 23 日の抽選会後、1 週間（7月 30 日）まで出場辞退を認めます。7月 31 日以降に出場辞退した場

合は参加費をお支払いいただきます。但し、上記⑤、⑥の事項は出場辞退した際も適用いたします。 

１３．申し込み・問合せ先 

 参加団体は、所定の方法にて申し込みの上、必ず参加料を振込むものとする 

    申込期限   令和 5年 6月 30 日（金）必着 

 申込方法 

 ◎Web 申込 

  静岡県合唱連盟ホームページの合唱コンクール登録フォームの必要事項を記入して送信する 

 ◎メール申込 

  静岡県合唱連盟ホームページから合唱コンクール参加申込書（エクセル版）をダウンロードし、必要事

項を記入して事務局（event@shizuoka-jca.com）宛に送信する 

件名には：「コンクール申込：合唱団名」を記載し、添付のエクセル申込書は合唱団名をファイル名と

する 

 ◎送付申込 

静岡県県合唱連盟事務局より送付された参加申込書あるいは、ホームページからダウンロードした参

加申込書に必要事項を記入して、事務局宛に送付する 

Fax は受付けておりませんので、ご留意ください 

申込・問合せ先  〒421-0201 焼津市上小杉 670-2 

         静岡県合唱連盟事務局 真栄田 篤 

℡ 070-5448-9215 E-mail event@shizuoka-jca.com 

 出来るだけメールにて問合せ頂けると助かります 



 ※ コンク－ル出場団体への注意事項 

 関東支部の取り決めで、県大会及び関東支部大会まで、各該当審査員の個別指導を受けることを禁じら

れております 

   期  間   審査員決定の発表日から関東支部大会終了日まで 

   審 査 員 

県 大 会    江上孝則・樋本英一・坂本研太 

   支部大会 （高校・中学） 雨森文也・江上孝則・武田雅博・樋本英一・山脇卓也 

        （大学職場一般）雨森文也・江上孝則・樋本英一・本山秀毅・山脇卓也 

 


